
この度は、お買い上げいただきありがとうございます。
この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。
また、本書はいつでも見ることができるよう大切に保管してください。

着る布団＆エアーマット BFT-003取扱説明書

● 本製品は室内専用です。室外では使用しないでください。
● 開封後の袋は、危険ですので幼児の手の届かないところへ保管または破棄してください。窒息のおそれがあります。 
● 火気高熱の近くでのご使用はお避けください。火災の原因になります。
● 肌に炎症、かぶれ、かゆみ、腫れなどの刺激を感じたときは、使用を中止し、すみやかに医師による診察をうけてください。
● 水濡れや摩擦により、多少色落ちする場合があります。
● 縫製品のため、生地の風合いおよび色合いにつきましては、個体差がありますのでご了承ください。 
● 水や湿気は、生地の劣化・カビの発生の原因になりますので、高温多湿下の保管は避けてください。

取扱上の注意

着る布団本体：１着 /収納袋：１枚
エアーマット：１枚 /ポンプ：１個

補修用シール：２枚 /取扱説明書（本書）：１枚

セット内容

■ 着る布団

仕様
■ 着る布団

● 本製品は室内専用です。 室外では使用しないでください。
● 吸入口 （紺色） と排出口 （白色） をお間違えのないようにご注意ください。破損のおそれがあります。
● 本体吸入口の弁は空気の急激な漏れを防ぐためのもので、完全に空気漏れを止めるものではありません。
● 空気が抜けて柔らかくなった時は追加注入し、バルブのフタを閉めてください。なお空気を入れる際は、破損のおそれがありますの
で少しずつ空気を入れてください。

● 空気を入れすぎると、破裂のおそれがあります。
● 鋭利なものは本製品に接触させないようご注意ください。破損の原因になります。
● 火気高熱の近くでのご使用はお避けください。 火災の原因になります。
● 排出の際、空気の圧力でバルブのフタが飛ぶことがあります。手で押さえながらゆっくり開いてください。
● 表示の耐荷重は、静止状態で均等に荷重をかけた場合の数値です。
● 一点に荷重を集中させたり、勢いよく乗ったりしないでください。破損やけがの原因となります。
●本製品は、被災時などの一時的な使用を想定しており、施設での常設使用や業務用途には適していません。

■ エアーマット

推奨身長（目安）
最大対応身長

約 150～ 175cm
約 180cm

身丈（首元から足先まで）
身幅
袖丈
脚部最大幅
股下

素材 表地：ポリエステル 100％
裏地：ポリエステル 100％
中綿：ポリエステル 100％
反射テープ：ポリエステル 100％
ダークグレー

約 750g
本体色

質量

約 155cm
約 65cm
約 31cm
約 95cm
約 20cm

※サイズはすべて平置き実寸です。
※推奨身長は着用可能な身長範囲の目安であり、体型・着用状態により使用感が異なります。

※補修用シールは、万が一エアーマットに穴が空いた場合にご使用ください。

■ エアーマット
外寸 約W195×D70×H5cm

折りたたみ時：約W18×D27×H5cm
素材

本体色

質量

ポリエチレン（PE）+ナイロン（PA）
透明

約 400g
耐荷重 100kg

● 本製品および梱包材を廃棄する際は、お住まいの自治体の条例に従って廃棄してください。

※Hは最厚部
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お客様相談室

（通話料お客様負担）
携帯電話からの場合0570-06-4759

KOKOBOは、くらしとこころに寄り添う、株式会社キングジムの防災ブランドです。

ご使用方法
■ 着る布団

■ エアーマット
空気を入れる時
紺色（吸入口弁あり）のバルブのフタを反時計まわりにゆっくり
回して開き、ポンプで空気を入れます。

空気を抜く時
白色（吸入口弁なし）のバルブのフタを反時計まわりにゆっくり
回して開き、端から丸めるようにして空気を抜きます。

空気を抜く空気を入れる

取り外せるフード

収納袋付き

ファスナーポケット

反射テープ

お手洗いの時は足元のファスナーを開き、
裾を捲し上げてご使用いただけます

前のファスナーを開くことで
1枚の掛け布団としてご使用いただけます

就寝時に顔まわりが
ほどよく覆われます

暗がりでも存在が
わかりやすくなります

貴重品を入れても
落ちにくい仕様です

ホイッスル
顔の近くにあることで、

必要な時すぐに使用できます

ポンプ

丸めて収納袋に入れると、
コンパクトに保管できます


